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はじめに
教育学部保育専攻の学生にとって、3 年生の秋学期のスタートはやや混乱をする時期である。昨年
2018 年度を例にすると、9 月 3 日～ 10 月 16 日まで一部の学生がグループ単位で保育実習Ⅰ（施設）、
いわゆる施設実習に出かけた。秋学期の授業は、実習期間と重なる 9 月 14 日から始まるため、保育環
境論の授業は 9 月 14 日～ 10 月 15 日の 5 回、変則の対応が必要となった。学生により 0 ～ 2 回の補講
を行う必要がある。
学生の立場に立つと、授業開始そうそう 1 ～ 2 回の授業を受けられないこととなり、落ち着かない 5
週間である。そこで、筆者は授業の趣旨に沿った特別なプログラムを実施した。
歌詞と楽譜、本の右側には電子装置が付いており、ボタンを押すとメロディーを演奏する童謡集をヘ
ルシンキの書店で購入した。この童謡集の歌詞、楽譜を利用して学生がフィンランドの幼児文化、通常
の日本とは異なる保育環境を理解する授業を実践した。本稿では、その学習の様子をまとめた。
なお、第 1 章は横井、第 2 章、第 4 章は両名、第 3 章は松本が担当した。
1．保育環境論とは
保育環境論は、保育士養成科目のうち告示別表 2 に示された選択科目の 1 つである。ただし、以下に
示すように幼稚園教育要領でも「環境を通した保育」や「環境の構成」が唱えられており、幼保連携型
認定こども園教育・保育要領は幼稚園教育要領の方針を踏襲している。各領域の指導においては「環境
を通した保育」や「環境の構成」は大前提として取り扱われている。例えば、領域「健康」では「子ど
もの心や体」という環境を通して、領域「言葉」では子どもを取り巻く「言葉環境」を通して指導する
ことが大前提となっている。そして、子どもを取り巻く心身、言葉、人、音や目に入るものそしてその
他の環境をどう捉えたらよいかは、保育所保育指針第 1 章　総則、1　保育所保育における基本原則、（4）
保育の環境に示してある。そして、保育所保育指針解説にはさらに詳しく記述してある。
（1）幼稚園教育要領における保育環境の考え方
学校教育法第 22 条には表 1 のように幼稚園教育の目標が示されている。その条文の中に「適当な『環
境』を与えて、その心身の発達を助長する」とある。このことは、表 2 にあるように、「幼稚園教育は
環境を通して行うもの」とほぼ同義である。適当な環境を与えるために「環境を構成する」のである。
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表 1　学校教育法の中の幼稚園の環境について
表 2　幼稚園教育要領第 1 章　総則　第 1　幼稚園教育の基本より
（2）保育所保育指針における保育環境の考え方
保育の環境については、表 3 のように保育所保育指針第 1 章 1（4）に記述されている。保育環境には人、
物、自然や社会の事象がある。これらの環境を構成し、保育しなければならないと示されている。そし
て、アからエまでの 4 項目の留意事項が記述されている。この表 3 に示したことを教育するのが保育環
境論の目標だといえる。
表 3　保育所保育指針の中の「保育の環境」について
（3）具体的な授業展開について
授業は表 4 のシラバスに則って行う予定だったが、1～ 5回までの授業において再編成を行った。5回の
授業で 3回分の特別プログラムを行い、その期間に各学生おおむね 2回欠席をするので、2回分補講を行っ
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た。実際には、愛知県の保育実習の調整会出席のために休講したので、計 3回の補講を設けた。実習参加
期間の都合で補講を含め17回の講義のうち少ないもので15回、多いもので17回の受講となった。ただし、
自分は15回で十分だと申し出た学生については、規定以上の回数の受講を強制しなかった。しかし、多くの
学生が追加の授業にすべて参加したと記憶している。単に授業が誰にでも理解できる内容で、学生にとって
楽しく有意義な授業だったからだと自負している。シラバスに家庭学習の課題が明記してあるので、最初の
5回についてはレポートを10 題提出することで目標に到達したと判断した。本稿で取り上げたフィンランド
の童謡については、補講 2回を含め5回の授業のうち、秋学期最初の3回の授業の一部を用いて指導した。
表 4　保育環境論のシラバスより
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2．フィンランドの童謡の替え歌を作る活動について
（1）指導日時　2018 年 9 月 21 日、28 日、10 月 5 日各 2 限の一部
（2）対象　　　教育学部教育学科保育専攻 3 年生 57 名
（3）指導内容
①フィンランドの童謡について
学生に紹介した童謡は、以下の表 5 のように 50 曲収蔵されたフィンランドの童謡集の本で、傍らに
装置が付いており、スウィッチを押すとそのメロディーが電子音で流れる。
表 5　フィンランドの童謡 Soiva laulukirja（「心温まる歌集」という意味）
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全曲で 50 曲あり、学生が 57 名いるが一度も出席しなかった学生が 1 名（仮番号 56）おり、学生が
扱う曲のうち 25，30，35，40，45，50 番の曲は 2 名の学生に担当させた。ところが、14，18，20，49
番の担当となった学生がレポート未提出で替え歌が現在のところ完成していない。結局、この課題に取
り組んだ学生が 52 名、50 曲のうち 2 名の学生が取り組んだ課題が 6 曲、披露されなかった曲が 4 曲と
いうことで、発表会では 50 曲＋ 6 曲－ 4 曲＝ 52 曲が披露された。
②フィンランド語の日本語への翻訳について（歌詞の整理）
表 6 のように、パソコンの翻訳ソフトの左側にフィンランド語の歌詞を入力すると、右側の窓に日本
語が表示される。これを繰り返して、歌詞が 1 番だけの曲は 1 番の分だけ、3 番まであるものは 3 番ま
での歌詞をまとめた。なお、翻訳ソフトは各学生が使用しているものを各自利用した。特に、ソフトは
指定しなかった。
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表 6　46 番『Laiva（船）』の翻訳例
③メロディーに合わせて、日本語の歌詞を載せる
表 7　『Bingo（ビンゴ）』（表 5 の 22 番の曲）の歌詞（譜面の下）の日本語訳
④童謡集の電子音を伴奏に、自分の歌を発表
表 8 に示した KÄRPÄNEN ISTUI POLVELLA は「ハエさんは膝に座った」だが、日本でもよく聞
く「Ach Du Lieber Augustin（かわいいオーガスチン）」のメロディーにのせて、「ハエさんはヒザザ、
ヒザザ、ヒザザ、ハエさんはヒザザ、膝に座った」と担当の学生は歌い上げた。
表 8　KÄRPÄNEN ISTUI POLVELLA（ハエさんは膝に座った）の歌詞
⑤学生間で投票し、優秀作を決め、発表
投票結果発表は 2019 年年明けの最初の授業で行った。ただし、優勝賞品は個人には出さずに、みん
なで雪だるまのキャンディを食べた。以下の表 9 が優勝作品、17 番『雪だるま LUMIUKOT』の替え
歌の歌詞で、譜表 10 が譜面である。
表 9　『LUMIUKOT　雪だるま』（民謡）の替え歌歌詞
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譜表 10　『LUMIUKOT　雪だるま』（民謡）の替え歌譜面
3．外国の童謡を日本語の替え歌にする場合の留意点と意義
本研究で取り上げた活動では、原語によるニュアンスを読み取って訳すことに加え、メロディーから
の印象を崩さないようにすることが必要となる。また、同じ言語を繰り返す場合、同じメロディーなの
か少し変化を加えるのか、対比する変化を加えるのかによっても、訳す時の言葉の選び方が異なってく
る。
本活動では、直訳のまま歌詞を貼り付ける学生と、直訳してからメロディーの下に言葉を替えて貼り
付ける学生とに分かれている。例えば、表 9 と譜表 10 の曲番 17『LUMIUKOT（雪だるま）』では、直
訳だと「ゆきだるま、ゆきだるま　チェーンが走る、お酒の樽、お酒の樽 口を閉じます。肩の上に彼
らの友人を歓迎して予測する、雪を投げる金のカップのショー。」だが、メロディーに合わせて替え歌
を作ると「ゆきだるま、ゆきだるま、飾りを付けて、大きな樽を頭にのせる。ゆきだるまは友だちと仲
良く遊ぶ。雪を投げ合って雪合戦だ。」となっている。童謡を単に訳すことを目的としたのではなく、
替え歌とした授業者の意図を汲み取って作られていることが分かる。優秀作にこの学生が選ばれたのは、
このような点が理由であろう。
直訳のままだと言葉を音符の数に合わせて区切るだけの作業となるが、言葉をメロディーに合わせて
選ぶことにより、音からのイメージと言葉のニュアンスを考えて、領域「表現」にも通じる活動となる。
さらに、全員で発表を行うことにより様々な曲に触れ、曲の雰囲気と言葉からのイメージを同時に感じ、
考える機会となる。この活動により、メロディーと歌詞を味わうことに意識が向くことは、将来保育者
や教育者となっていく学生にとっては意義深い活動といえよう。
本研究で取り上げた童謡集の特徴として、マザーグースのように韻を踏んでいることは、本活動にお
116
フィンランド語の童謡を日本語で理解する指導についての試み－保育環境論での替え歌作りの実践より－
いて看過できない。この韻を楽しみ、日本語に反映できるようになると、幼児向けの言葉を選ぶ勉強に
なり、語彙力の促進にもつながることが期待される。本研究で取り上げた授業は取り扱う内容が広域に
なるため困難と予想されるが、領域「表現」や「言葉」なども絡めて活動することが望ましいと考える。
こうした活動により、5 領域が単独であるものではなく、それぞれの領域が相互に関連をもち、混ざり
合ったところに保育があるということへの意識付けへもつながろう。
4．考察
欠席学生のパターンは表 11 のように、2 回欠席する学生のパターンが 4 パターン、1 回欠席する学生
のパターンが 5 パターン、1 回も欠席しない学生のパターンが 1 パターンと、全部で 10 パターンある。
教師がどの学生がどの授業に出席していたかを完全に把握するのは難しく、その対応も煩雑になる。こ
の時期に学生主体の授業を展開できないかと思案し、今回のようにフィンランドの童謡集の歌詞、楽譜
を利用して学生が他国の幼児文化、通常の日本とは異なる保育環境を理解する授業を試行した。本稿で
はその様子をまとめた。
表 11　秋学期初め 5 回の出席パターン
秋学期始まりの 5 回の授業で、毎回週替わりのフィンランド童謡の楽譜を示し、スマホでその童謡の
動画が見つからないかを確かめるようにした。メロディーを奏でるのは横井の購入した童謡集本体のみ
なので、各学生がメロディーを確かめるのはインターネットの動画の方が確実だと考えたからである。
正確に数えなかったが、50 曲のうち 30 曲ぐらいは動画を得ることができたと覚えている。動画を得る
ことができない場合は、横井の購入した童謡集本体から直接メロディーを聞く必要がある。
メロディーが理解できると、次は歌詞の意味の理解となる。インターネットの翻訳ソフト（無料ソフ
ト）を利用して、日本語に翻訳した。翻訳ソフトを使うとき、アルファベットだと入力も簡単で便利だ
と感じる。中国語やハングルを直接入力することは、日本語しか知らない者にとってかなり難しい作業
である。ベトナム語ではある時期に漢字をやめ、アルファベット表記となったそうであるが、翻訳ソフ
トの事だけを考えるとよい選択だったと思う。
3 章に示したように、本論で取り上げたフィンランドの童謡の日本語の替え歌作りは次の 3 点の教育
的効果があったといえる。
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（1）異国の童謡の分析を通しての異文化理解。
（2）日本とフィンランド両国の児童文化を通しての幼児のことば、音楽の理解。
（3） 新しいものにであったときに、主体的に ICT を利用し分析し、学友と話し合いながら研究を続け、
上記（1）と（2）について深く学ぶ。
学生と取り組んだフィンランド語は、日本ではあまり知られていないが、英語で用いるアルファベッ
トに少し新しい記号が加わった程度の未知の言葉で、学生へは適度な刺激をあたえるものだった。フィ
ンランドは福祉国家で、保育科学生にはよく知れ渡っており、そのことも学生が積極的に取り組める要
因だったと思われる。もし機会があれば、別の言語の童謡集についても同じように取り組めたらよいと
考えている。
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図 1　Soiva laulukirja　「心温まる歌集」
